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は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
平
成
二
十
年
十
月
刊
行
の
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館

特
別
展
図
録
『
福
井
藩
と
江
戸
』
に
掲
載
し
た
、
拙
稿
「
福
井
藩
主

の
参
勤
交
代
に
つ
い
て（

1
）」

の
一
部
を
抜
粋
し
、
修
正
の
上
で
加
筆
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
福
井
藩
の
参
勤
交
代
の
研
究
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
本

稿
で
は
同
藩
の
参
勤
交
代
の
実
施
状
況
な
ど
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
提

示
し
て
分
析
す
る
と
共
に
、
福
井
藩
主
松
平
慶
永
（
春
嶽
）
な
ど
の

道
中
記
録
か
ら
、
幕
末
の
参
勤
交
代
の
旅
程
と
旅
行
中
の
藩
主
の
行

動
な
ど
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
但
し
、拙
稿
で
示
し
た
「
行
列
と
経
費
」「
参
勤
の
準
備
と
手
続
き
」

「
福
井
藩
の
関
札
」
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
本
稿
で
は
割
愛
し
た
。

　
な
お
、福
井
藩
主
の
代
数
に
つ
い
て
は
、松
平
家
の
「
御
系
図
」（
松

平
文
庫
）
や
初
代
秀
康
よ
り
代
ご
と
に
編
纂
さ
れ
た
「
家
譜
」（「
越

葵
文
庫
」）
を
参
考
に
数
え
て
い
る
。

　
さ
て
、
参
勤
交
代
は
江
戸
時
代
、
全
国
の
諸
大
名
に
江
戸
と
国
許

を
往
復
さ
せ
て
一
定
期
間
居
住
さ
せ
た
制
度
で
あ
り
、
大
名
が
江
戸

へ
出
仕
す
る
こ
と
を「
参
勤
」、封
地
で
あ
る
国
許
へ
赴
く
こ
と
を「
交

代
」（
交
替
）
と
呼
ん
だ
。
ま
た
、
大
名
が
国
許
か
ら
江
戸
へ
参
る

こ
と
を
「
参
府
」、
江
戸
を
離
れ
て
帰
国
す
る
こ
と
を
「
御
暇
」
と

称
し
て
い
る
。
因
み
に
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
ま
で
大
名
の
妻

子
は
、
江
戸
へ
居
住
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　
近
世
に
お
い
て
は
、
豊
臣
秀
吉
に
対
す
る
諸
大
名
の
大
坂
や
伏
見

へ
の
参
勤
が
そ
の
原
型
と
言
わ
れ
て
お
り
、
豊
臣
政
権
下
の
そ
れ
は

臣
従
す
る
側
の
忠
誠
を
示
す
自
主
的
な
行
動
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

福
井
藩
の
参
勤
交
代
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
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徳
川
家
康
が
関
ヶ
原
合
戦
に
勝
利
し
た
頃
よ
り
、
外
様
大
名
の
自

主
的
な
江
戸
参
勤
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
江
戸
初
期
の
参
勤

を
考
え
た
場
合
、
徳
川
氏
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
豊
臣
氏
に
対
し

て
も
参
勤
は
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
状
況
が
解
消
さ
れ
た
の
が
、
元

和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
大
坂
夏
の
陣
で
豊
臣
氏
が
滅
亡
し
た
後
と

さ
れ
る
。 

　
同
年
（
一
六
一
五
）
七
月
に
出
さ
れ
た
「
武
家
諸
法
度
」
に
は
「
諸

大
名
参
勤
作
法
之
事
」
の
一
条
が
加
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
実
質
的

に
大
名
の
江
戸
参
勤
が
法
令
に
明
記
さ
れ
た
の
は
、寛
永
十
二
年（
一

六
三
五
）
の
武
家
諸
法
度
か
ら
で
あ
り
、「
大
名
・
小
名
在
江
戸
交

替
所
相
定
也
、
毎
歳
夏
四
月
中
可
致
参
勤
」
と
、
四
月
の
参
勤
が
定

め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
外
様
大
名
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

当
初
交
代
の
大
名
は
東
国
と
西
国
と
に
分
れ
て
い
た
が
、
同
十
五
年

の
島
原
の
乱
以
後
に
東
西
の
大
名
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
と
す
る
。
同

十
九
年
に
は
従
来
在
府
し
て
い
た
譜
代
大
名
に
つ
い
て
六
月
ま
た
は

八
月
の
交
代
と
な
り
、
関
東
の
譜
代
大
名
へ
は
二
月
・
八
月
の
半
年

交
代
が
命
じ
ら
れ
る
な
ど
、
次
第
に
制
度
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
な
お
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
に
よ
る
享
保
の
改
革
に
よ
っ

て
一
時
期
参
勤
交
代
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
の
幕
政
改
革
に
よ
っ
て
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
諸
大
名

は
三
年
に
一
度
の
参
勤
、
江
戸
の
滞
在
期
間
も
約
一
〇
〇
日
に
短
縮

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
参
勤
交
代（

2
）』）。

　
参
勤
交
代
は
大
名
に
財
政
的
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

江
戸
時
代
の
全
国
的
交
通
の
発
達
や
全
国
の
惣
城
下
町
と
し
て
江
戸

が
発
展
す
る
上
で
、重
要
な
意
味
を
持
つ
制
度
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

一
　
福
井
藩
に
お
け
る
参
勤
交
代
の
サ
イ
ク
ル
と
実
施

状
況

1
　
参
勤
交
代
の
サ
イ
ク
ル

　
表
1
は
福
井
藩
主
ご
と
の
参
勤
交
代
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
越

前
松
平
家
の
「
家
譜
」
な
ど
を
元
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
期
間

は
参
勤
交
代
の
実
施
の
有
無
が
連
続
的
に
確
認
で
き
る
、
四
代
藩
主

松
平
光
通
が
初
入
国
し
た
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
か
ら
、
参
勤
交

代
が
大
幅
に
緩
和
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
十
七
代
藩
主
茂
昭
の
時

期
の
文
久
二
年
ま
で
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
十
八
世
紀
前
半
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
「
武
鑑
」
の
中
に
は
、
各
大

名
家
（
藩
）
の
こ
と
を
知
る
情
報
の
一
つ
と
し
て
、「
参
府
」「
御
暇
」

の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
子
」
や
「
寅
」
と
い
っ

た
十
二
支
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
各
藩
の
参
勤
交
代
サ
イ
ク
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表 1　福井藩主の参勤交代実施状況

年　号 福井発駕 江戸着府 江戸発駕 福井着城 備　考藩主名 経路西暦 支
承応　2　年
承応　3　年
明暦　1　年
明暦　2　年
明暦　3　年
万治　1　年
万治　2　年
万治　3　年
寛文　1　年
寛文　2　年
寛文　3　年
寛文　4　年
寛文　5　年
寛文　6　年
寛文　7　年
寛文　8　年
寛文　9　年
寛文10年
寛文11年
寛文12年
延宝　1　年
延宝　2　年
延宝　3　年
延宝　4　年
延宝　5　年
延宝　6　年
延宝　7　年
延宝　8　年
天和　1　年
天和　2　年
天和　3　年
貞享　1　年
貞享　2　年
貞享　3　年
貞享　4　年
元禄　1　年
元禄　2　年
元禄　3　年
元禄　4　年
元禄　5　年
元禄　6　年
元禄　7　年
元禄　8　年
元禄　9　年
元禄10年
元禄11年
元禄12年
元禄13年
元禄14年
元禄15年
元禄16年
宝永　1　年
宝永　2　年

3月28日

　　3月

3月日不詳

3月日不詳

3月28日

3月29日

3月日不詳

3月29日

4月2日

3月晦日

3月27日

3月27日
（7月29日）

（9月2日）

（8月27日）

3月25日

3月26日

3月26日

3月25日

3月25日

3月25日

3月19日

3月26日

3月26日

4月10日

　　４月

　　７月

4月5日

4月11日

4月11日

4月12日

4月11日

4月12日

4月13日

4月12日

4月9日

4月10日
（8月15日）

（9月15日）

（9月11日）

4月9日

4月9日

4月9日

4月9日

4月9日

4月9日

4月2日

4月9日

4月9日

6月27日

5月27日

　　2月

月日不詳

6月6日

5月25日

5月13日

5月2日

5月12日

5月2日

閏4月21日

5月14日

4月29日

（8月6日）

（7月晦日）

6月10日

5月10日

5月4日

4月28日

4月26日

4月28日

6月9日

4月22日

4月26日

4月26日

閏6月10日

月日不詳

3月10日

　　5月

月日不詳

6月22日

6月9日

5月25日

5月14日

5月25日

5月15日

5月5日

5月29日

5月12日

（8月18日）

（8月13日）

6月23日

5月23日

5月16日

5月11日

5月9日

5月12日

6月22日

5月6日

5月11日

閏4月9日

初入国

7月、参府御礼
5月、帰国の使者

日光参詣より帰国

光通死去、昌親襲封

昌親致仕、綱昌襲封
日光参詣より帰国

昌親代勤
昌親代勤
昌親代勤
昌親代勤
昌親代勤
綱昌蟄居、吉品再勤

光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
光通
昌親
昌親
綱昌
綱昌
綱昌
綱昌
綱昌
綱昌
綱昌
綱昌
綱昌
綱昌
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉品

東海道

東海道

東海道

東海道
中山道
中山道
中山道
中山道
中山道

中山道
東海道
中山道
東海道
東海道
東海道
中山道
中山道
東海道
中山道
東海道

東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
中山道
中山道
東海道
中山道
東海道
東海道
東海道
中山道
中山道

1653
1654
1655
1656
1657
1658
1659
1660
1661
1662
1663
1664
1665
1666
1667
1668
1669
1670
1671
1672
1673
1674
1675
1676
1677
1678
1679
1680
1681
1682
1683
1684
1685
1686
1687
1688
1689
1690
1691
1692
1693
1694
1695
1696
1697
1698
1699
1700
1701
1702
1703
1704
1705

巳
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
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年　号 福井発駕 江戸着府 江戸発駕 福井着城 備　考藩主名 経路西暦 支
宝永　3　年
宝永　4　年
宝永　5　年
宝永　6　年
宝永　7　年
正徳　1　年
正徳　2　年
正徳　3　年
正徳　4　年
正徳　5　年
享保　1　年
享保　2　年
享保　3　年
享保　4　年
享保　5　年
享保　6　年
享保　7　年
享保　8　年
享保　9　年
享保10年
享保11年
享保12年
享保13年
享保14年
享保15年
享保16年
享保17年
享保18年
享保19年
享保20年
元文　1　年
元文　2　年
元文　3　年
元文　4　年
元文　5　年
寛保　1　年
寛保　2　年
寛保　3　年
延享　1　年
延享　2　年
延享　3　年
延享　4　年
寛延　1　年
寛延　2　年
寛延　3　年
宝暦　1　年
宝暦　2　年
宝暦　3　年
宝暦　4　年
宝暦　5　年
宝暦　6　年
宝暦　7　年
宝暦　8　年
宝暦　9　年
宝暦10年

6月26日

3月25日

3月21日

3月21日

3月21日

3月20日

7月19日

3月21日

8月19日

3月19日

3月19日

閏3月17日

3月23日

3月23日

3月22日

3月19日

8月19日

3月22日

3月21日

7月10日

4月9日

4月6日

4月3日

4月3日

4月4日

8月2日

4月4日

9月2日

4月2日

4月2日

4月2日

4月5日

4月7日

4月7日

4月2日

9月2日

4月5日

4月5日

4月23日

4月23日

4月23日

5月9日

5月3日

5月19日

4月22日

4月21日
8月19日

3月23日

閏5月6日

4月22日

4月23日

4月23日

4月22日

4月23日

10月5日

4月25日

4月16日

5月7日

5月7日

5月2日

5月21日

5月15日

6月1日

5月4日

5月3日
9月2日

4月6日

閏5月18日

5月5日

5月7日

5月6日

5月6日

5月6日

10月18日

5月9日

4月28日

吉品致仕、吉邦襲封
初入国

吉邦死去、宗昌襲封

宗昌死去、宗矩襲封
在府
在府
在府
在府
在府
初入国

宗矩死去、重昌襲封
在府
在府
在府
在府
在府
在府
在府
在府
重昌死去、重富襲封
在府
在府

吉品
吉品
吉品
吉品
吉品
吉邦
吉邦
吉邦
吉邦
吉邦
吉邦
吉邦
吉邦
吉邦
吉邦
吉邦
宗昌
宗昌
宗昌
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
宗矩
重昌
重昌
重昌
重昌
重昌
重昌
重昌
重昌
重昌
重富
重富

東海道
中山道
中山道
中山道
東海道
中山道
東海道
東海道
東海道
中山道
東海道
中山道
東海道
中山道
東海道
中山道
東海道
東海道

東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道

1706
1707
1708
1709
1710
1711
1712
1713
1714
1715
1716
1717
1718
1719
1720
1721
1722
1723
1724
1725
1726
1727
1728
1729
1730
1731
1732
1733
1734
1735
1736
1737
1738
1739
1740
1741
1742
1743
1744
1745
1746
1747
1748
1749
1750
1751
1752
1753
1754
1755
1756
1757
1758
1759
1760

戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰



－　 －35

年　号 福井発駕 江戸着府 江戸発駕 福井着城 備　考藩主名 経路西暦 支
宝暦11年
宝暦12年
宝暦13年
明和　1　年
明和　2　年
明和　3　年
明和　4　年
明和　5　年
明和　6　年
明和　7　年
明和　8　年
安永　1　年
安永　2　年
安永　3　年
安永　4　年
安永　5　年
安永　6　年
安永　7　年
安永　8　年
安永　9　年
天明　1　年
天明　2　年
天明　3　年
天明　4　年
天明　5　年
天明　6　年
天明　7　年
天明　8　年
寛政　1　年
寛政　2　年
寛政　3　年
寛政　4　年
寛政　5　年
寛政　6　年
寛政　7　年
寛政　8　年
寛政　9　年
寛政10年
寛政11年
寛政12年
享和　1　年
享和　2　年
享和　3　年
文化　1　年
文化　2　年
文化　3　年
文化　4　年
文化　5　年
文化　6　年
文化　7　年
文化　8　年
文化　9　年
文化10年
文化11年
文化12年

3月19日

4月15日

3月16日

3月19日

閏3月19日

3月19日

3月19日

3月19日

3月19日

3月19日

3月19日

3月19日

3月19日

3月19日

（3月19日）

3月19日

（3月19日）

（3月19日）

3月19日

3月19日

4月23日

3月19日

3月19日

3月27日

4月3日

3月19日

4月3日

4月29日

4月1日

4月2日

4月2日

4月2日

4月3日

4月4日

4月2日

4月3日

4月2日

4月9日

4月3日

4月5日

（4月3日）

4月5日

（4月10日）

（4月2日）

4月1日

4月3日

5月6日

4月3日

4月3日

4月12日

4月16日

4月3日

4月25日

4月25日

6月5日

5月2日

5月4日

5月4日

6月16日

5月4日

5月3日

5月3日

5月3日

5月3日

5月3日

5月3日

（5月3日）

5月3日

（5月3日）

（5月7日）

閏4月15日

5月3日

5月2日

5月3日

5月3日

5月15日

6月1日

10月19日

5月9日

5月9日

6月19日

5月15日

5月16日

5月16日

7月9日

5月16日

5月15日

5月15日

5月15日

5月15日

5月15日

5月15日

（5月16日）

5月15日

（5月15日）

（5月20日）

閏4月29日

5月16日

5月16日

5月15日

5月15日

6月1日

6月15日

11月3日

在府
在府
在府
初入国

日光参詣より帰国

治好名代
治好名代

治好名代
治好名代
治好名代
治好名代、治好襲封

重富死去

重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
重富
治好
治好
治好
治好
治好
治好
治好
治好
治好
治好
治好
治好
治好
治好
治好
治好

東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
中山道
東海道
東海道
中山道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道

1761
1762
1763
1764
1765
1766
1767
1768
1769
1770
1771
1772
1773
1774
1775
1776
1777
1778
1779
1780
1781
1782
1783
1784
1785
1786
1787
1788
1789
1790
1791
1792
1793
1794
1795
1796
1797
1798
1799
1800
1801
1802
1803
1804
1805
1806
1807
1808
1809
1810
1811
1812
1813
1814
1815

巳
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
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年　号 福井発駕 江戸着府 江戸発駕 福井着城 備　考藩主名 経路西暦 支
文化13年
文化14年
文政　1　年
文政　2　年
文政　3　年
文政　4　年
文政　5　年
文政　6　年
文政　7　年
文政　8　年
文政　9　年
文政10年
文政11年
文政12年
天保　1　年
天保　2　年
天保　3　年
天保　4　年
天保　5　年
天保　6　年
天保　7　年
天保　8　年
天保　9　年
天保10年
天保11年
天保12年
天保13年
天保14年
弘化　1　年
弘化　2　年
弘化　3　年
弘化　4　年
嘉永　1　年
同年
嘉永　2　年
嘉永　3　年
嘉永　4　年
嘉永　5　年
嘉永　6　年
安政　1　年
安政　2　年
安政　3　年
安政　4　年
安政　5　年
安政　6　年
万延　1　年
文久　1　年
文久　2　年

3月19日

3月19日

3月19日

3月19日

3月19日

3月9日

3月19日

3月19日

3月19日

1月13日
3月21日

3月19日

（6月5日）
3月23日

3月22日

3月22日

3月19日

4月25日

3月19日

4月4日

4月3日

4月4日

4月2日

4月5日

3月22日

4月6日

4月3日

4月2日

1月27日
4月5日

4月2日

（6月23日）
4月6日

4月7日

4月5日

4月3日

5月11日

4月1日

5月14日

5月24日

5月22日

5月15日

5月24日

5月3日

5月6日

4月25日

5月3日

閏4月11日

5月19日
4月29日

4月28日

4月28日
（7月1日）

4月28日

4月28日

4月28日

3月16日

3月2日

5月3日

5月27日

6月9日

6月13日

5月28日

6月9日

5月15日

5月21日

5月9日

5月15日

閏4月26日

6月11日
5月11日

5月12日

5月12日
（7月15日）

5月12日

5月11日

5月11日

3月29日

3月15日

5月16日

治好死去
斉承襲封
初入国

在府

斉承死去、斉善襲封
在府
在府
斉善死去、慶永襲封
在府
在府
在府
在府
日光参詣より初入国

実父斉匡病気ニ付出府、帰国

慶永致仕、茂昭襲封
在府
初入国

治好
治好
治好
治好
治好
治好
治好
治好
治好
治好
斉承
斉承
斉承
斉承
斉承
斉承
斉承
斉承
斉承
斉承
斉善
斉善
斉善
慶永
慶永
慶永
慶永
慶永
慶永
慶永
慶永
慶永
慶永
同
慶永
慶永
慶永
慶永
慶永
慶永
慶永
慶永
慶永
慶永
茂昭
茂昭
茂昭
茂昭

東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道
東海道

東海道
東海道

東海道
東海道
中山道
東海道
東海道
東海道

東海道

東海道
東海道
東海道
中山道
東海道
中山道
東海道
東海道
中山道
東海道
中山道
東海道
中山道
中山道
中山道
東海道

東海道
東海道
中山道

1816
1817
1818
1819
1820
1821
1822
1823
1824
1825
1826
1827
1828
1829
1830
1831
1832
1833
1834
1835
1836
1837
1838
1839
1840
1841
1842
1843
1844
1845
1846
1847
1848
同
1849
1850
1851
1852
1853
1854
1855
1856
1857
1858
1859
1860
1861
1862

子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
同
酉
戌
亥
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌

注）この表は「家譜」により作成したが、月日と経路については一部「国事叢記」「徳川実紀」を参考
　　にした。
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ル
を
表
し
て
お
り
、
一
定
の
サ
イ
ク
ル
で
藩
主
と
家
臣
が
江
戸
と
国

許
を
往
復
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
「
武
鑑
」
を
用
い
て
諸
大
名
の
参
勤
交
代
の
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
指
摘
を
し
た
の
は
近
松
鴻
二
氏
で
あ
る
。
同
氏
は
論
考（

3
）の

中
で
、

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
お
け
る
類
型
別
大
名
の
参
勤
交
代
サ
イ

ク
ル
を
明
ら
か
に
し
、
近
世
後
期
の
状
況
を
示
し
た
。

　
本
稿
で
は
福
井
藩
の
事
例
を
通
し
て
、
長
期
的
に
み
る
と
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
原
因
で
変
化
す
る
の

か
と
い
う
実
態
解
明
を
試
み
て
い
る
。

　
表
1
に
よ
る
と
福
井
藩
の
参
勤
交
代
サ
イ
ク
ル
は
、
四
代
光
通
の

承
応
二
年
よ
り
八
代
吉
邦
の
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
ま
で
は
、
原

則
と
し
て
子
・
寅
・
辰
・
午
・
申
・
戌
の
隔
年
参
府
（
在
府
）
と
、
丑
・

卯
・
巳
・
未
・
酉
・
亥
の
隔
年
帰
国
（
在
国
）
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
同
七
年
の
九
代
宗
昌
の
帰
国
と
翌
八
年
の
参
府
、
お
よ
び
同

十
五
年
の
十
代
宗
矩
の
帰
国
以
降
に
な
る
と
、原
則
と
し
て
、丑
・
卯
・

巳
・
未
・
酉
・
亥
の
隔
年
参
府
と
、
子
・
寅
・
辰
・
午
・
申
・
戌
の

隔
年
帰
国
が
基
本
サ
イ
ク
ル
と
な
り
幕
末
期
ま
で
推
移
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
享
保
三
年
の
「
武
鑑
」
で
吉
邦
は
、
未
年

の
参
府
と
申
年
の
暇
と
な
っ
て
お
り
、延
享
二
年（
一
七
四
五
）の「
武

鑑
」
で
宗
矩
は
、
亥
年
の
参
府
と
子
年
の
暇
と
な
っ
て
お
り
、
各
代

の
参
勤
交
代
サ
イ
ク
ル
に
合
致
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る（

4
）。

　
さ
て
、
財
政
危
機
に
直
面
し
て
い
た
幕
府
は
、
享
保
七
年
七
月
に

諸
大
名
に
対
し
て
高
一
万
石
に
付
き
一
〇
〇
石
の
米
の
上
納
（
上
米

の
制
）
を
命
じ
、
そ
の
代
償
と
し
て
参
勤
交
代
を
緩
和
し
、
在
府
半

年
に
在
国
一
年
半
、
交
代
を
三
月
・
九
月
に
定
め
た
。
そ
の
後
、
幕

府
は
一
時
的
に
財
政
状
況
が
回
復
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
十
五
年

に
翌
年
よ
り
上
米
制
を
停
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
参
勤
交
代
制
も

旧
に
復
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
間
、
福
井
藩
で
は
同
八
年
九
月
に
九
代
宗
昌
が
江
戸
へ
参
府

し
た
が
、
在
府
半
年
と
な
る
翌
年
三
月
に
暇
と
な
る
所
、
病
気
の
た

め
に
滞
府
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
江
戸
で
死
去
し
て
し
ま
っ
た
。
次
の

藩
主
に
就
い
た
宗
矩
は
、
同
十
五
年
三
月
に
暇
を
許
さ
れ
て
初
入
国

を
果
た
し
た
が
、
前
述
の
通
り
上
米
の
制
の
廃
止
を
受
け
て
、
翌
年

四
月
に
通
例
通
り
の
参
府
を
し
、
以
降
は
既
述
し
た
参
勤
交
代
の
サ

イ
ク
ル
が
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
一
部
そ
れ
と
は
異

な
る
事
例
も
み
ら
れ
る
の
で
次
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
例
え
ば
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
・
卯
年
）
に
十
六
歳
で
初
め

て
暇
を
許
さ
れ
た
藩
主
慶
永
は
、
江
戸
を
発
駕
し
て
最
初
に
日
光
東

照
宮
に
参
詣
し
た
後
、
品
川
宿
か
ら
東
海
道
へ
入
っ
て
そ
の
ま
ま
帰
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国
の
途
に
つ
い
た
。
そ
の
際
に
慶
永
は
、
幕
府
か
ら
翌
年
（
弘
化
元

年
・
辰
年
）
の
正
月
参
府
を
命
じ
ら
れ
、
こ
れ
に
従
っ
た
が
、
実
は

こ
の
年
の
参
府
は
同
藩
の
参
勤
交
代
の
サ
イ
ク
ル
と
は
異
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
着
府
後
に
藩
か
ら
幕
府
へ
対
し
、「
当
年

御
暇
御
順
年
ニ
付
御
帰
国
之
儀
」
を
願
い
出
て
、
年
内
に
再
び
帰
国

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
通
常
の
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
「
順
年
」
に
戻
し
た

経
緯
が
あ
る
（「
家
譜（

5
）」）。

2
　
参
勤
交
代
の
実
施
状
況
と
回
数

　
表
1
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
光
通
以
降
の
福
井
藩
主
の
参
勤
交
代

は
、
欠
年
が
無
い
と
は
い
い
難
い
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
藩
主
が
そ

の
勤
め
を
果
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
但
し
、
延
享
二
年
に
御

三
卿
の
一
橋
徳
川
家
よ
り
養
子
入
り
し
、
寛
延
二
年
に
十
一
代
藩
主

に
就
い
た
重
昌
の
よ
う
に
、
生
涯
在
府
の
ま
ま
で
死
去
し
た
藩
主
も

い
る
が
、
そ
れ
は
例
外
的
な
事
例
と
い
え
よ
う
。

　
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
は
、
藩
主
の
死
去
や
代
替
り
と
重
な
っ

た
こ
と
、
幼
年
の
藩
主
は
原
則
的
に
一
定
の
年
齢
（
十
七
歳
）
に
達

す
る
ま
で
暇
を
許
さ
れ
ず
、帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、

藩
主
が
病
気
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
表
1
を
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
中
で
藩
主
の
死
去
や
代
替
り

の
時
期
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
若
年
の
藩

主
が
初
め
て
暇
を
許
さ
れ
た
年
齢
（
数
え
年
）
で
あ
る
が
、
十
五
代

斉
善
が
十
九
歳
、
四
代
光
通
が
十
八
歳
、
六
代
綱
昌
・
十
二
代
重
富
・

十
四
代
斉
承
が
十
七
歳
、
十
代
宗
矩
と
十
六
代
慶
永
が
十
六
歳
と

な
っ
て
い
る
。
十
一
代
重
昌
は
十
六
歳
で
死
去
し
た
が
、
規
定
よ
り

も
早
く
宗
矩
と
慶
永
は
、
重
昌
と
同
じ
十
六
歳
で
暇
を
許
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
幼
年
で
藩
主
と
な
っ
て
も
、
暇
を
許

さ
れ
る
ま
で
は
在
府
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
表
1
の
備
考
欄
に
記
し
た
よ
う
に
、
天
和
元
年
（
一
六
八

一
）よ
り
綱
昌
が
病
気
を
理
由
に
藩
主
の
勤
め
を
果
せ
な
く
な
る
と
、

致
仕
し
た
前
藩
主
昌
親
が
同
年
よ
り
代
勤
し
た
事
例
や
、
病
気
勝
ち

に
な
っ
た
重
富
が
一
時
期
、
世
子
の
治
好
を
名
代
と
し
て
参
勤
交
代

を
勤
め
さ
せ
た
事
例
も
み
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、一
年
の
内
に
国
許
と
江
戸
を
往
復
し
た
事
例
も
あ
る
。

前
述
の
通
り
、
慶
永
が
幕
府
か
ら
弘
化
元
年
正
月
の
参
府
を
命
じ
ら

れ
、
年
内
に
再
び
帰
国
し
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
続
い
て
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
の
事
例
で
は
、同
年
五
月
に
通
常
の
サ
イ
ク
ル
に
従
っ

て
帰
国
を
し
た
慶
永
は
、
病
気
を
患
っ
て
い
た
実
父
徳
川
斉
匡
（
御

三
卿
・
田
安
家
）
の
容
態
が
悪
化
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
急
遽
父
に

対
面
す
る
た
め
幕
府
へ
出
府
願
を
提
出
し
、
江
戸
へ
戻
る
こ
と
が
許
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さ
れ
た
。
六
月
五
日
に
福
井
を
発
駕
し
た
慶
永
は
、
同
月
二
十
三
日

に
着
府
し
た
が
、
時
す
で
に
遅
く
父
斉
匡
は
同
月
八
日
に
他
界
し
、

即
刻
田
安
屋
敷
へ
赴
い
て
亡
父
の
遺
骸
を
拝
し
、
翌
二
十
四
日
の

出
棺
に
も
参
列
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
江
戸
出
府
は
幕
府
の
特
別
な

計
ら
い
で
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
棺
拝
を
済
ま
せ
た
慶
永
は
直

ち
に
幕
府
へ
帰
国
願
を
提
出
し
、
七
月
一
日
に
江
戸
を
発
し
て
帰
国

し
て
い
る
（「
家
譜
」）。
同
年
の
慶
永
の
江
戸
・
国
許
間
の
往
復
は
、

実
父
斉
匡
の
病
状
悪
化
と
死
去
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
り
、
参
勤
交

代
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
て
、
承
応
二
年
よ
り
文
久
二
年
ま
で

の
二
一
〇
年
間
に
、
藩
主
が
行
っ
た
参
勤
交
代
の
回
数
は
、
参
勤
八

二
回
と
交
代
八
六
回
で
合
計
一
六
八
回
と
な
り
、
二
一
〇
年
の
間
で

八
〇
％
の
実
施
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
藩
主
の
代
勤
を
し
た
昌

親
と
、
重
富
の
名
代
を
勤
め
た
治
好
の
事
例
（
参
勤
六
回
・
交
代
五

回
）
を
加
え
る
と
、
参
勤
八
八
回
と
交
代
九
一
回
の
合
計
一
七
九
回

と
な
る
。
こ
れ
ら
の
実
施
状
況
か
ら
は
、
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
福

井
藩
主
た
ち
が
怠
り
な
く
勤
め
を
果
た
そ
う
と
し
た
実
態
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。
因
み
に
、
元
和
九
年
に
二
代
藩
主
忠
直
が
、
幕
命

で
隠
居
さ
せ
ら
れ
た
上
で
、
豊
後
へ
配
流
さ
せ
ら
れ
た
理
由
は
参
勤

を
怠
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

3
　
参
勤
交
代
の
月
と
日
数
お
よ
び
経
路

　
福
井
藩
の
参
勤
交
代
の
江
戸
着
府
と
江
戸
発
駕
の
月
に
つ
い
て
、

表
1
よ
り
承
応
二
年
か
ら
文
久
二
年
の
間
で
判
明
す
る
分
を
藩
主
ご

と
に
集
計
し
た
の
が
表
2
・
3
で
あ
る
。
表
２
で
示
し
た
よ
う
に
、

参
勤
で
は
三
月
に
福
井
を
発
駕
し
て
四
月
に
江
戸
へ
着
府
す
る
こ
と

が
通
例
と
な
っ
て
お
り
、
四
月
着
府
は
八
二
回
の
内
の
七
三
回
（
八

九
％
）
と
全
体
の
九
割
近
く
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
表
3
か
ら
は
、「
御
暇
」
を
許
さ
れ
て
江
戸
を
発
駕
し
た

八
六
回
の
内
で
、
閏
月
を
含
め
る
と
四
月
は
三
一
回
（
三
六
％
）、

五
月
は
三
九
回
（
四
五
％
）
と
な
り
、
四
・
五
月
に
集
中
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
同
表
か
ら
は
、
吉
品
・
宗
矩
・
慶
永
な
ど

の
時
期
は
四
月
に
江
戸
を
発
駕
す
る
こ
と
が
多
く
、
光
通
・
重
富
・

治
好
な
ど
で
は
五
月
に
多
い
と
い
う
傾
向
も
窺
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
福
井
藩
主
の
江
戸
着
府
お
よ
び
江
戸
発
駕
の
月
が
通

常
と
異
な
る
事
由
に
つ
い
て
は
、
藩
主
の
病
気
療
養
に
伴
う
延
引
、

江
戸
屋
敷
の
焼
失
に
伴
う
延
引
、
初
め
て
の
御
国
入
り
が
許
さ
れ
た

時
期
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
例
え
ば
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）

七
月
の
光
通
の
着
府
は
、
明
暦
三
年
正
月
の
江
戸
大
火
で
焼
失
し
た

霊
岸
島
屋
敷
が
、
翌
年
正
月
に
再
び
類
焼
し
て
参
勤
を
延
引
し
て
い

た
所
、
今
度
は
光
通
の
母
慶
寿
院
が
病
気
と
な
り
、
急
遽
「
早
駈
」
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表 2　福井藩主が江戸へ着府した月（参勤）
代数 藩主名 1月
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

光通
昌親
綱昌
吉品
吉邦
宗昌
宗矩
重昌
重富
治好
斉承
斉善
慶永
茂昭

合計
着府の多い月

1

1

1

1

9
1
2
11
4

9

15
12
3

6
1
73
①

1

1

2

1

1

2

1

1

1
1

2

10
1
2
12
5
1
10

15
13
4

8
1
82

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10 月 11 月 合計

表 3　福井藩主が江戸を発駕した月（帰国）
代数 藩主名
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

光通
昌親
綱昌
吉品
吉邦
宗昌
宗矩
重昌
重富
治好
斉承
斉善
慶永
茂昭

合計
発駕の多い月

11
1
2
12
6
1
10

15
13
4
1
8
2
86

合計
2

2

不明

1

1

2

10 月9 月

1

1

8 月7 月
2

2

2
1

7

6 月

1

1

閏5月
6

1
2
3

11
10
3

1
1
38
①

5 月

1

1

1

3

閏４月

1
8
3

7

2

1

6

28
②

4 月

1

1
1
3

3 月
1

1

2 月



－　 －41

で
出
府
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、
延
享
元
年
十
月
の
宗
矩

の
江
戸
発
駕
に
つ
い
て
は
、
同
年
三
月
一
日
に
宗
矩
が
江
戸
城
へ
登

城
し
た
折
、
老
中
よ
り
「
日
光
御
手
伝
ニ
付
、
御
普
請
成
就
迄
ハ
御

国
許
江
之
御
暇
者
不
被
仰
出
旨
」
の
御
内
意
を
達
せ
ら
れ
て
、
延
引

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
福
井
藩
が
課
せ
ら
れ
た
日
光
御
手

伝
普
請
は
、
同
年
八
月
三
日
に
御
宮
・
御
御
霊
・
御
本
坊
の
普
請
が

成
就
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
十
月
の
治

好
の
江
戸
発
駕
は
、
病
気
（
浮
種
）
療
養
の
た
め
に
秋
中
ま
で
滞
府

を
願
っ
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（「
家
譜
」）。

　
因
み
に
、
外
様
大
名
で
あ
る
加
賀
藩
前
田
氏
の
場
合
、
参
勤
交
代

の
月
は
福
井
藩
よ
り
も
時
期
的
に
幅
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
三
代
藩

主
利
常
か
ら
十
三
代
藩
主
斉
泰
ま
で
の
江
戸
着
府
に
つ
い
て
は
、三
・

四
月
が
最
も
多
く
、
次
い
で
七
月
や
九
月
に
も
多
く
み
ら
れ
た
。
一

方
、
江
戸
発
駕
で
は
三
・
四
月
の
他
に
八
月
も
多
く
み
ら
れ
た
（『
参

勤
交
代
道
中
記（

6
）』）。

そ
れ
に
比
べ
て
親
藩
福
井
藩
の
場
合
は
、
ほ

ぼ
時
期
が
固
定
化
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
福
井
藩
の
参
勤
交
代
の
所
要
日
数
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き

た
い
。
こ
の
場
合
も
承
応
二
年
か
ら
文
久
二
年
の
間
で
判
明
す
る
分

を
集
計
し
て
み
る
と
、
参
府
に
要
し
た
日
数
は
一
四
日
（
四
六
％
）

が
最
も
多
く
、
次
い
で
一
三
日
（
二
六
％
）、
一
五
日
（
一
五
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。
通
常
は
一
四
日
前
後
掛
か
っ
た
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。
一
方
の
帰
国
に
要
し
た
日
数
も
一
四
日
（
四
三
％
）
が
最

も
多
く
、
次
い
で
一
三
日
（
三
五
％
）、
一
五
日
（
一
四
％
）
と
な
っ

て
お
り
、
こ
ち
ら
も
通
常
一
四
日
前
後
で
あ
っ
た
。
但
し
、
こ
の
場

合
、
江
戸
か
ら
日
光
東
照
宮
へ
参
詣
し
、
同
地
か
ら
直
接
帰
国
し
た

事
例
に
つ
い
て
は
除
外
し
て
い
る
。

　
日
数
が
掛
か
る
原
因
と
し
て
は
、
天
候
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が

多
く
、
大
井
川
の
川
留
め
に
代
表
さ
れ
る
「
川
支
」
に
よ
っ
て
、
足

止
め
と
な
る
場
合
が
あ
っ
た
。
ま
た
旅
行
中
に
藩
主
が
病
気
に
な
る

場
合
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、参
勤
に
二
〇
日
を
要
し
た
天
明
七
年（
一

七
八
七
）
の
場
合
は
、
道
中
で
藩
主
重
富
が
発
病
し
た
こ
と
に
加
え

て
、
河
川
出
水
に
よ
る
数
日
間
の
逗
留
が
重
な
っ
た
。
な
お
、
反
対

に
短
期
間
で
の
旅
行
と
し
て
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
吉
邦
が

江
戸
か
ら
中
山
道
経
由
で
、
最
短
九
日
間
で
福
井
へ
着
城
し
た
事
例

が
あ
る
が
、途
中
の
行
程
が
判
明
す
る
こ
と
か
ら
も
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
福
井
藩
が
参
勤
交
代
で
使
用
し
た
経
路
は
、
国
許
か
ら
江
戸
へ
向

か
う
場
合
は
、
北
陸
道
・
北
国
脇
往
還
・
中
山
道
・
美
濃
路
を
通
行

し
て
東
海
道
へ
入
り
、
江
戸
へ
着
府
す
る
東
海
道
経
由
ル
―
ト
と
、

北
陸
道
・
北
国
脇
往
還
か
ら
中
山
道
に
入
り
、
江
戸
へ
着
府
す
る
中

山
道
経
由
ル
―
ト
が
あ
っ
た
。
福
井
・
江
戸
間
の
距
離
は
、
東
海
道



－　 －42

経
由
で
一
三
二
里
、
中
山
道
経
由
で
一
三
七
里
で
あ
る
。
所
要
日
数

は
い
ず
れ
も
一
四
日
が
多
い
の
で
、
こ
れ
を
基
準
に
考
え
る
と
、
東

海
道
で
一
日
平
均
約
九
・
四
里
、
中
山
道
で
約
九
・
八
里
と
な
り
、

一
日
平
均
四
〇
㎞
近
く
を
歩
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
で
光
通
以
降
の
藩
主
が
勤
め
た
参
勤
交
代
に
お
い
て
、
経
路

が
明
ら
か
な
も
の
を
表
1
か
ら
集
計
す
る
と
、
参
勤
で
は
東
海
道
経

由
が
六
九
回
（
九
〇
％
）
に
対
し
て
、中
山
道
経
由
は
八
回
（
一
〇
％
）

と
な
り
、
東
海
道
の
利
用
が
圧
倒
的
に
多
く
、
帰
国
で
も
東
海
道
経

由
が
五
五
回
（
七
〇
・
五
％
）
と
、
中
山
道
経
由
の
二
三
回
（
二
九
・

五
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
但
し
、
表
1
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
帰
国
す
る
際
に
光
通
や
吉

邦
、
慶
永
な
ど
の
藩
主
は
度
々
中
山
道
を
利
用
し
て
お
り
、
参
勤
で

は
光
通
や
吉
品
が
時
折
中
山
道
を
利
用
し
て
い
た
。
ま
た
、
参
勤
交

代
で
ほ
と
ん
ど
東
海
道
を
利
用
し
た
藩
主
治
好
は
、
文
化
三
年
十
月

に
幕
府
へ
対
し
て
、
来
年
の
参
府
は
木
曽
路
（
中
山
道
）
を
旅
行
し

た
い
と
の
旨
を
願
い
出
て
、
翌
年
正
月
に
「
勝
手
次
第
」
で
あ
る
こ

と
を
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、「
東
海
道
ハ
船
川
多
、
持
病
之

積
気
等
差
発
候
節
者
致
難
儀
候
ニ
付
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（「
家

譜
」）。

　
な
お
、「
五
街
道
取
締
書
物
類
寄（

7
）」

に
よ
れ
ば
、
文
政
四
年
に
五

街
道
を
通
行
す
る
大
名
に
つ
い
て
調
査
が
な
さ
れ
、「
松
平
越
前
守
」

は
「
東
海
道
旅
行
之
分
」
と
「
中
山
道
旅
行
之
分
」
の
両
方
に
書
き

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
　
参
勤
の
際
に
休
泊
し
た
宿
場

　
福
井
藩
は
参
勤
交
代
の
際
に
、
街
道
筋
の
宿
場
で
休
憩
や
宿
泊
を

し
た
が
、
利
用
し
て
い
た
主
要
な
宿
場
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
享

保
年
間
に
藩
主
宗
昌
と
宗
矩
が
参
勤
し
た
際
の
休
憩
地
（
昼
休
地
）

と
宿
泊
地
、
お
よ
び
弘
化
二
年
と
嘉
永
二
年
に
慶
永
が
参
勤
し
た
際

の
昼
休
地
と
宿
泊
地
を
、
以
下
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

○
享
保
八
年
の
藩
主
宗
昌
参
勤
時
　
　
○
享
保
一
八
年
の
藩
主
宗
矩
参
勤
時

　
八
月
一
九
日
　
福
井
発
駕
　
　
　
　
　
三
月
一
九
日
　
福
井
発
駕

　
九
月
二
日
　
　
江
戸
着
府
　
　
　
　
　
四
月
二
日
　
　
江
戸
着
府

　
東
海
道
経
由
　
一
二
泊
一
三
日
　
　
　
東
海
道
経
由
　
一
二
泊
一
三
日

　
月
　
日
　
　
休
憩
地
　
宿
泊
地
　
　
　
月
　
日
　
　
休
憩
地
　
宿
泊
地

　
八
・
一
九
　
水
落
　
　
今
庄
　
　
　
　
三
・
一
九
　
水
落
　
　
今
庄

　
八
・
二
〇
　
中
河
内
　
木
之
本
　
　
　
三
・
二
〇
　
中
河
内
　
木
之
本

　
八
・
二
一
　
春
照
　
　
垂
井
　
　
　
　
三
・
二
一
　
春
照
　
　
垂
井

　
八
・
二
二
　
墨
俣
　
　
清
洲
　
　
　
　
三
・
二
二
　
墨
俣
　
　
清
洲
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八
・
二
三
　
池
鯉
鮒
　
岡
崎
　
　
　
　
三
・
二
三
　
鳴
海
　
　
岡
崎

　
八
・
二
四
　
御
油
　
　
白
須
賀
　
　
　
三
・
二
四
　
御
油
　
　
白
須
賀

　
八
・
二
五
　
浜
松
　
　
見
附
　
　
　
　
三
・
二
五
　
浜
松
　
　
見
附

　
八
・
二
六
　
掛
川
　
　
藤
枝
　
　
　
　
三
・
二
六
　
掛
川
　
　
島
田

　
八
・
二
七
　
丸
子
　
　
江
尻
　
　
　
　
三
・
二
七
　
丸
子
　
　
江
尻

　
八
・
二
八
　
吉
原
　
　
三
島
　
　
　
　
三
・
二
八
　
吉
原
　
　
沼
津

　
八
・
二
九
　
箱
根
　
　
小
田
原
　
　
　
三
・
二
九
　
箱
根
　
　
小
田
原

　
九
・
一
　
　
大
磯
　
　
戸
塚
　
　
　
　
四
・
一
　
　
藤
沢
　
　
神
奈
川

　
九
・
二
　
　
品
川
　
　
　
　
　
　
　
　
四
・
二
　
　
品
川

＊
「
国
事
叢
記
」「
越
州
御
代
規
録
」「
家
譜
」
に
よ
り
作
成
し
た
。
な
お
、

享
保
八
年
の
休
憩
地
は
「
休
」
と
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
昼
休
地
と

推
定
し
た
。
ま
た
、
同
十
六
年
は
地
名
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

休
憩
地
と
宿
泊
地
を
推
定
し
た
。

○
弘
化
二
年
の
藩
主
慶
永
参
勤
時
　
　
○
嘉
永
二
年
の
藩
主
慶
永
参
勤
時

　
三
月
二
一
日
　
福
井
発
駕
　
　
　
　
　
三
月
二
三
日
　
福
井
発
駕

　
四
月
五
日
　
　
江
戸
着
府
　
　
　
　
　
四
月
六
日
　
　
江
戸
着
府

　
東
海
道
経
由
　
一
三
泊
一
四
日
　
　
　
東
海
道
経
由
　
一
三
泊
一
四
日

　
月
　
日
　
　
昼
休
地
　
宿
泊
地
　
　
　
月
　
日
　
　
昼
休
地
　
宿
泊
地

　
三
・
二
一
　
水
落
　
　
今
庄
　
　
　
　
三
・
二
三
　
水
落
　
　
今
庄

　
三
・
二
二
（
不
詳
）
　
木
之
本
　
　
　
三
・
二
四
　
中
河
内
　
木
之
本

　
三
・
二
三
　
春
照
　
　
垂
井
　
　
　
　
三
・
二
五
　
春
照
　
　
垂
井

　
三
・
二
四
　
墨
俣
　
　
清
洲
　
　
　
　
三
・
二
六
　
墨
俣
　
　
清
洲

　
三
・
二
五
　
鳴
海
　
　
岡
崎
　
　
　
　
三
・
二
七
　
鳴
海
　
　
岡
崎

　
三
・
二
六
　
赤
坂
　
　
白
須
賀
　
　
　
三
・
二
八
　
赤
坂
　
　
白
須
賀

　
三
・
二
七
　
浜
松
　
　
袋
井
　
　
　
　
三
・
二
九
　
浜
松
　
　
袋
井

　
三
・
二
八
　
金
谷
　
　
岡
部
　
　
　
　
三
・
三
〇
　
金
谷
　
　
岡
部

　
三
・
二
九
　
江
尻
　
　
蒲
原
　
　
　
　
四
・
一
　
　
江
尻
　
　
蒲
原

　
四
・
一
　
　
吉
原
　
　
三
島
　
　
　
　
四
・
二
　
　
吉
原
　
　
三
島

　
四
・
二
　
　
箱
根
　
　
小
田
原
　
　
　
四
・
三
　
　
箱
根
　
　
小
田
原

　
四
・
三
　
　
大
磯
　
　
藤
沢
　
　
　
　
四
・
四
　
　
大
磯
　
　
藤
沢

　
四
・
四
　
（
不
詳
）
　
品
川
　
　
　
　
四
・
五
　
　
神
奈
川
　
川
崎

＊
「
東
海
日
録
草
稿
」「
東
行
日
録
」
に
よ
り
作
成
し
た
。

　
宗
昌
と
宗
矩
は
一
三
日
間
、
慶
永
は
一
四
日
間
の
旅
程
と
な
っ
て

い
る
が
、
上
段
と
下
段
で
そ
れ
ぞ
れ
比
較
を
行
う
と
、
一
部
を
除
い

て
、
同
日
に
お
け
る
休
憩
（
昼
休
）
と
宿
泊
の
宿
場
が
よ
く
一
致
す

る
こ
と
が
わ
か
る
。ま
た
、宗
昌
・
宗
矩
と
慶
永
の
旅
程
を
比
べ
る
と
、

一
一
日
目
の
箱
根
の
休
憩
と
小
田
原
の
宿
泊
が
共
通
し
て
お
り
、
そ

れ
以
降
の
旅
程
に
違
い
が
出
た
こ
と
も
わ
か
る
。
既
述
の
通
り
、
参
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勤
し
た
場
合
の
所
要
日
数
や
経
路
は
概
ね
定
ま
っ
て
お
り
、
全
体
の

旅
程
の
中
で
利
用
す
る
宿
場
も
事
前
に
決
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
　
慶
永
の
日
録
と
家
臣
の
道
中
記
に
見
る
参
勤
交
代

　
最
後
に
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
藩
主
慶
永
（
十
八
歳
）
が

参
勤
し
た
際
の
日
録
で
あ
る
「
東
海
日
録
草
稿（

8
）」（

以
下
「
日
録
」

と
す
る
）
と
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
慶
永
（
十
六
歳
）
の

初
入
国
の
旅
程
を
家
臣
が
略
記
し
た
、「
天
保
十
四
年
癸
卯
五
月
十

九
日
福
井
侯
初
御
発
駕
御
道
中
記（

9
）」

を
用
い
て
、
東
海
道
を
経
由
し

た
場
合
の
参
勤
交
代
の
旅
程
と
、
旅
行
中
の
藩
主
の
行
動
な
ど
に
つ

い
て
少
し
紹
介
し
て
み
た
い
。

　
な
お
、「
日
録
」
で
は
、
早
朝
本
陣
を
立
っ
て
夕
刻
に
宿
泊
先
の

本
陣
に
入
る
ま
で
の
間
、
慶
永
が
小
休
し
た
場
所
と
移
動
方
法
（
駕

籠
や
歩
行
な
ど
）
を
出
来
る
限
り
記
す
よ
う
に
し
た
。
そ
の
一
方
で

慶
永
が
「
日
録
」
で
旅
行
中
に
見
聞
し
た
こ
と
に
触
れ
た
箇
所
は
、

か
な
り
の
部
分
を
省
略
せ
ざ
る
得
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お

く
。

○
弘
化
二
年
の
参
勤
の
旅
程

　
三
月
二
十
一
日

　
六
つ
半
時
（
午
前
七
時
頃
）、
西
三
ノ
丸
の
御
座
所
よ
り
福
井
城

本
丸
御
殿
へ
移
り
、
家
臣
と
発
駕
の
式
事
を
済
ま
す
。
五
つ
時
（
午

前
八
時
頃
）
を
打
ち
、「
供
揃
宜
段
」
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
御
殿
の

玄
関
を
出
て
瓦
門
・
御
本
城
橋
を
通
り
本
丸
を
出
発
し
た
。
続
い
て

太
鼓
門
・
下
馬
門
・
鉄
門
を
通
り
、
桜
門
か
ら
城
外
へ
出
て
本
町
通

り
を
西
へ
進
ん
だ
。
通
り
の
外
れ
に
位
置
す
る
京
町
か
ら
は
北
陸
道

へ
入
る
こ
と
に
な
り
、
直
ぐ
に
九
十
九
橋
（
大
橋
）
を
渡
り
北
陸
道

を
南
下
し
た
。
城
下
を
抜
け
て
、
赤
坂
・
花
堂
、
玉
江
の
橋
を
越
え

て
行
く
。
こ
の
間
に
見
物
に
出
る
者
も
多
く
、
慶
永
は
家
臣
や
領
民

た
ち
の
見
送
り
に
応
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
程
無
く
浅
水
と
な
り
、
こ
こ
迄
二
里
の
行
程
と
記
す
。
黒
戸
の
橋

に
掛
か
っ
て
行
け
ば
文
殊
山
・
日
野
山
と
な
り
、
三
十
八
社
村
を
越

え
て
鳥
羽
村
と
な
る
。
水
落
宿
と
な
り
本
陣
（
清
水
家
）
で
昼
休
を

し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は
馬
上
で
来
た
が
本
陣
を
駕
籠
で
立
っ
た
。

福
井
藩
領
の
上
鯖
江
と
間
部
氏
の
城
下
で
あ
る
下
鯖
江
を
通
り
抜

け
、
白
鬼
女
川
を
滞
り
無
く
渡
船
し
て
余
程
行
く
と
、
福
井
藩
家
老

本
多
氏
の
領
す
る
府
中
と
な
る
。
町
端
よ
り
馬
上
で
進
み
、
松
森
茶

屋
（
瓜
生
家
）
で
小
休
し
、
こ
こ
よ
り
歩
行
す
る
。
行
松
・
四
郎
丸
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を
経
て
、今
宿
を
過
ぎ
る
辺
り
よ
り
駕
籠
と
な
り
、脇
本
宿
本
陣
（
中

山
家
）
で
小
休
す
る
。
駕
籠
で
立
ち
、鯖
波
村
を
通
り
湯
尾
と
な
る
。

稲
荷
に
て
休
ん
だ
よ
う
で
、「
又
こ
こ
を
駕
ニ
て
立
チ
」
と
記
す
。

湯
尾
峠
に
は
茶
屋
が
あ
り
、
峠
を
下
っ
て
七
つ
半
時
前
に
は
、
宿
泊

先
で
あ
る
今
庄
宿
後
藤
家
（
本
陣
）
へ
到
着
し
て
い
る
。
日
録
に
は

こ
の
日
の
行
程
は
「
〆
十
里
」
と
あ
る
。

　
三
月
二
十
二
日

　
六
つ
時
（
午
前
六
時
頃
）、
今
庄
を
駕
籠
に
て
出
立
し
、
慶
永
は

暫
く
眠
り
、
程
無
く
し
て
目
覚
め
て
い
る
。
板
取
宿
（
寺
田
家
）
で

小
休
し
て
駕
籠
で
立
ち
、
程
無
く
栃
ノ
木
峠
へ
掛
か
り
、
峠
の
茶
屋

で
小
休
す
る
。
こ
こ
を
駕
籠
で
立
っ
て
近
江
国
に
入
り
、
中
河
内
宿

で
小
休
し
て
駕
籠
で
立
ち
、
余
程
行
っ
て
椿
坂
宿
（
小
川
家
）
で
小

休
し
て
駕
籠
で
立
つ
。
余
程
行
っ
て
関
所
の
あ
る
柳
ヶ
瀬
宿
で
小
休

し
、
中
ノ
郷
村
よ
り
は
歩
行
と
な
る
。
一
里
程
行
っ
て
俄
か
に
茶
屋

で
小
休
し
、
ま
た
歩
行
で
立
ち
、
余
呉
湖
や
賤
ヶ
嶽
を
眺
め
な
が
ら
、

七
つ
時
（
午
後
四
時
頃
）
過
に
宿
泊
先
の
木
之
本
駅
（
宿
）
竹
内
家

へ
到
着
し
た
。
同
日
の
行
程
は
「
〆
十
里
半
」
と
あ
る
。

　
三
月
二
十
三
日

　
六
つ
時
に
木
之
本
を
駕
籠
で
立
ち
、
暫
く
眠
っ
て
い
る
。
因
み
に

木
之
本
か
ら
街
道
は
北
国
脇
往
還
へ
入
っ
た
。
下
小
谷
か
ら
八
町
程

参考図　弘化 2年における藩主松平慶永の参勤経路と日程

※この図は「東海日録草稿」「家譜」により作成した。
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行
っ
て
上
小
谷
宿（
本
陣
肥
田
家
）で
小
休
し
、こ
こ
を
駕
籠
で
立
ち
、

余
程
行
っ
て
野
村
の
佐
々
木
家
で
小
休
す
る
。
駕
籠
で
立
っ
て
行
け

ば
春
照
宿
と
な
り
、
木
原
家
で
昼
休
を
し
て
い
る
。
こ
こ
で
家
老
の

松
平
源
太
郎
よ
り
宿
割
役
人
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
明
日
松
平
讃
岐

守
（
高
松
藩
主
松
平
頼
胤
）
の
祖
母
の
遺
骸
と
出
会
う
こ
と
、
今
晩

は
萩
原
宿
で
泊
ま
る
と
い
う
こ
と
、
そ
う
す
れ
ば
（
明
日
は
）
墨
俣

辺
で
出
会
う
こ
と
に
な
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
春
照
を
駕
籠
に
て

立
ち
、
藤
川
宿
（
名
主
児
玉
家
）
で
小
休
し
、
駕
籠
で
立
っ
て
八
町

程
行
く
と
玉
宿
と
な
る
。「
此
辺
江
濃
之
境
也
」
と
記
す
。
ま
た
余

程
行
く
と
関
ヶ
原
と
な
る
。
慶
永
は
こ
こ
か
ら
歩
行
し
、
関
ヶ
原
の

「
御
陣
場
」
で
は
手
水
を
使
い
拝
伏
し
、
八
幡
へ
参
詣
し
た
後
、
同

宿
本
陣
（
相
川
家
）
で
小
休
し
た
。
こ
の
際
に
慶
永
は
腹
の
具
合
が

悪
く
な
り
藩
医
仲
井
玄
仲
よ
り
三
黄
丸
を
貰
っ
て
い
る
。
関
ヶ
原
よ

り
中
山
道
へ
入
る
が
、
こ
こ
を
歩
行
で
立
ち
、
夕
刻
七
つ
半
時
前
に

宿
泊
先
の
垂
井
宿
本
陣
（
栗
田
家
）
へ
到
着
し
た
。
こ
の
日
の
行
程

は
「
〆
九
里
半
八
町
」
と
あ
る
。

　
三
月
二
十
四
日

　
六
つ
時
に
垂
井
宿
を
立
ち
、
暫
く
眠
り
直
ぐ
に
起
き
る
。
垂
井
か

ら
は
美
濃
路
へ
入
り
、
杭
瀬
川
を
渡
っ
て
い
る
が
、
橋
普
請
中
の
た

め
に
舟
橋
を
渡
っ
た
。
大
垣
城
下
と
な
り
、
一
つ
城
門
を
越
し
て
飯

沼
家
で
小
休
す
る
。
藩
主
は
城
下
を
徒
歩
で
通
行
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
城
下
外
れ
よ
り
歩
行
し
て
い
る
。
追
々
行
け
ば
佐
渡
り

川
と
な
る
。
戸
田
采
女
正
（
大
垣
藩
主
）
の
領
分
で
あ
る
た
め
に
「
馳

走
船
」
が
出
さ
れ
て
乗
り
渡
っ
て
い
る
。
ま
た
行
け
ば
墨
俣
宿
と
な

り
、
こ
の
所
で
昼
休
を
す
る
。
な
お
、
同
宿
に
江
戸
よ
り
飛
脚
が
到

着
し
、
実
父
「
田
安
一
位
（
斉
匡
）」
よ
り
の
書
状
も
届
い
て
読
ん

で
い
る
。
因
み
に
飛
脚
は
大
井
川
で
二
日
間
滞
留
し
た
と
あ
る
。
こ

こ
よ
り
歩
行
と
な
り
、
墨
俣
川
で
は
尾
張
藩
よ
り
「
馳
走
船
」
が
出

さ
れ
、
尾
張
藩
の
家
来
と
同
乗
し
て
渡
っ
た
。
渡
っ
た
後
は
駕
籠
に

乗
る
が
起
川
よ
り
歩
行
す
る
。尾
張
藩
の
領
分
で
あ
る
起
川
で
も「
馳

走
船
」
が
出
さ
れ
、
渡
っ
た
後
は
歩
い
て
起
宿
本
陣
（
加
藤
家
）
へ

入
り
小
休
し
て
い
る
。
同
宿
を
駕
籠
で
出
立
し
、
一
里
ほ
ど
行
っ
て

萩
原
駅
（
森
家
）
で
小
休
す
る
。
こ
こ
も
駕
籠
で
立
っ
て
稲
葉
宿
本

陣
（
原
家
）
で
小
休
し
て
い
る
。
同
宿
を
駕
籠
で
立
ち
、
七
つ
半
時

過
に
宿
泊
先
の
清
洲
宿
本
陣
（
林
家
）
へ
着
い
た
。
こ
の
日
の
行
程

は
「
〆
十
一
里
六
町
」
と
あ
る
。

　
三
月
二
十
五
日

　
七
つ
半
時
（
午
前
五
時
頃
）
に
清
洲
の
駅
を
駕
籠
で
出
立
す
る
。

折
節
朝
は
寒
く
、
慶
永
は
駕
籠
の
窓
を
閉
め
て
眠
っ
て
い
る
が
目
覚

め
ず
、夜
も
明
け
て
「
廉
役
」
の
栃
屋
縫
之
助
に
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
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程
無
く
琵
琶
橋
と
な
り
、
渡
れ
ば
名
古
屋
城
下
と
な
る
。
白
山
堂
で

小
休
し
て
か
ら
天
満
橋
を
渡
り
、
左
に
金
の
鯱
鉾
で
有
名
な
天
守
を

見
な
が
ら
城
下
を
通
過
し
て
い
る
。
程
無
く
熱
田
の
宮
と
な
り
、
宮

宿
の
森
田
家（
本
陣
）で
小
休
す
る
。同
宿
か
ら
は
東
海
道
と
な
る
が
、

こ
こ
を
駕
籠
で
立
ち
宿
端
よ
り
は
歩
行
と
な
る
。
山
崎
と
い
う
「
間

宿
」
を
越
し
て
余
程
行
け
ば
笠
寺
村
と
な
る
。
こ
の
辺
り
（
戸
部

村
）
に
今
川
の
家
臣
戸
部
新
左
衛
門
の
城
跡
が
あ
り
、
慶
永
は
堤
に

上
が
っ
て
城
跡
の
大
藪
を
見
て
い
る
。ま
た
行
け
ば
鳴
海
宿
と
な
り
、

本
陣
（
下
郷
家
）
で
昼
休
し
、
同
宿
を
駕
籠
で
立
っ
た
後
は
、
絞
り

染
め
で
有
名
な
有
松
村
と
今
川
義
元
が
討
死
し
た
桶
狭
間
を
通
っ
て

い
る
。
ま
た
行
け
ば
境
川
と
な
り
、「
尾
三
ノ
境
也
」
と
記
す
。
池

鯉
鮒
（
知
立
）
宿
と
な
り
、本
陣
（
永
田
家
）
で
小
休
を
し
て
い
る
。

同
宿
を
歩
行
で
立
っ
て
余
程
行
け
ば
今
村
と
な
り
、
そ
の
外
れ
よ
り

駕
籠
に
乗
り
、
大
浜
村
の
中
根
家
で
小
休
し
て
い
る
。
こ
の
村
は
蕎

麦
が
名
物
で
あ
り
慶
永
も
食
し
て
い
る
。
こ
こ
を
駕
籠
で
立
っ
て
余

程
行
け
ば
矢
矧
橋
と
な
り
、
橋
を
過
ぎ
れ
ば
岡
崎
城
下
と
な
る
。
六

つ
時
前
に
宿
泊
先
の
本
陣
（
中
根
家
）
へ
到
着
す
る
。
な
お
、
懇
意

に
し
て
い
る
伊
達
宗
城
の
養
父
も
宿
泊
し
て
い
た
よ
う
で
、
家
臣
に

葛
粉
と
雲
丹
を
届
け
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
日
と
二
十
六
日
の
「
日
録
」
に
は
一
日
に
進
ん
だ
里

数
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
三
月
二
十
六
日

　
七
つ
半
時
に
岡
崎
城
下
を
立
ち
、相
変
わ
ら
ず
眠
っ
て
目
覚
め
る
。

余
程
行
け
ば
藤
川
宿
と
な
り
、本
陣
で
小
休
し
て
い
る
。駕
籠
で
立
っ

て
行
け
ば
宝
蔵
寺
と
な
り
小
休
す
る
。ま
た
こ
こ
を
歩
行
し
て
立
ち
、

余
程
行
け
ば
赤
坂
宿
と
な
り
昼
休
を
す
る
。
こ
の
際
に
御
油
宿
本
陣

村
家
よ
り
「
葵
豆
」
が
献
上
さ
れ
て
い
る
。
同
宿
を
駕
籠
で
立
っ
て

行
け
ば
、
吉
田
城
下
と
な
り
小
休
し
、
こ
こ
を
駕
籠
で
行
け
ば
二
川

宿
と
な
り
小
休
す
る
。
歩
い
て
立
つ
と
岩
屋
観
音
が
み
え
る
。
七
つ

時
を
回
っ
た
頃
に
宿
泊
先
の
白
須
賀
宿
へ
到
着
し
て
い
る
。

　
三
月
二
十
七
日

　
七
つ
半
時
に
白
須
賀
を
駕
籠
で
出
立
し
て
眠
る
。
ま
た
目
覚
め
て

余
程
行
く
と
荒
井
（
新
居
宿
）
と
な
る
。
こ
の
所
で
小
休
す
る
が
、

今
切
の
渡
か
ら
は
海
上
を
行
く
た
め
、
大
概
が
出
発
し
て
か
ら
立
つ

よ
う
に
と
の
注
進
が
あ
る
ま
で
随
分
待
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
注
進
が

あ
り
駕
籠
に
て
出
立
し
た
が
、
関
所
前
を
通
過
す
る
際
に
は
、
駕
籠

の
戸
を
開
き
関
所
番
上
役
の
五
味
佐
織
へ
挨
拶
し
た
。
今
切
の
渡
で

は
「
馳
走
船
」
に
乗
船
し
、
左
に
遠
州
灘
を
眺
め
る
な
ど
し
て
海
上

を
渡
航
し
て
い
る
。
船
上
か
ら
は
藩
祖
結
城
秀
康
が
誕
生
し
た
宇
布

見
村
も
見
え
、
そ
れ
か
ら
（
舞
坂
へ
）
上
陸
し
て
歩
行
す
る
。
馬
郡
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（
村
）
等
の
村
々
を
越
え
て
、
程
無
く
篠
原
村
の
満
荘
院
（
万
松
院
）

で
小
休
し
、駕
籠
で
立
っ
て
村
々
を
越
え
、浜
松
城
下
の
伊
藤
家
（
本

陣
）
で
昼
休
を
す
る
。
こ
こ
に
秀
康
が
誕
生
し
た
宇
布
見
村
中
村
家

の
者
共
が
参
っ
た
の
で
目
見
を
申
し
付
け
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
駕
籠

で
立
っ
て
、
城
や
義
倉
を
見
て
い
る
。
程
無
く
法
華
寺
と
な
り
、
ま

た
行
け
ば
天
竜
川
と
な
っ
て
渡
る
。
直
ぐ
に
池
田
村
の
市
川
家
で
小

休
し
、
こ
こ
を
駕
籠
で
立
っ
て
余
程
行
き
、
見
附
宿
本
陣
（
鈴
木
家
）

で
小
休
す
る
。
こ
こ
を
発
歩
し
て
行
け
ば
、所
謂
見
附
の
台
と
な
る
。

こ
の
辺
は
富
士
山
が
見
え
る
は
ず
だ
が
霞
が
立
っ
て
見
え
な
い
と
記

す
。
余
程
行
き
三
香
の
（
野
）
坂
、
同
川
を
越
え
、
七
つ
半
時
過
に

袋
井
宿
本
陣
（
田
代
家
）
へ
宿
泊
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
行
程
は
「
〆

十
一
里
半
十
一
町
」
と
あ
る
。

　
三
月
二
十
八
日

　
七
つ
時
（
午
前
四
時
）
に
袋
井
駅
を
出
立
し
て
眠
る
。
目
覚
め
て

余
程
行
き
掛
川
城
下
で
小
休
す
る
。
こ
こ
を
駕
籠
で
立
っ
て
、
二
里

程
行
っ
て
西
坂
（
日
坂
）
駅
の
宗
伝
寺
で
小
休
す
る
。
こ
こ
を
発
歩

し
て
新
坂
の
坂
、
小
夜
（
佐
夜
）
中
山
、
そ
れ
か
ら
菊
川
と
な
る
。

金
谷
坂
を
下
っ
て
金
谷
宿
本
陣
（
佐
塚
家
）
で
昼
休
を
す
る
。
本
陣

を
駕
籠
で
出
立
し
て
大
井
川
へ
向
か
う
。
慶
永
は
輦
台
（「
九
四
文
」

と
あ
る
）
に
乗
っ
て
恙
な
く
渡
る
。
家
老
よ
り
荒
子
ま
で
も
無
事
に

渡
り
、「
目
出
た
き
事
な
り
」
と
記
す
。
そ
れ
よ
り
嶋
田
宿
で
小
休

し
、
ま
た
こ
こ
を
駕
籠
で
立
っ
て
藤
枝
宿
と
な
る
。
こ
こ
で
も
小
休

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
録
に
は
「
又
こ
ゝ
を
駕
に
て
た
ち
」
と
あ

る
。
そ
し
て
、
七
つ
半
時
に
宿
泊
先
の
岡
部
駅
（
宿
）
へ
到
着
し
て

い
る
。
こ
の
日
の
行
程
は
「
〆
十
一
里
十
六
町
」
と
あ
る
。

　
な
お
、
同
宿
へ
江
戸
と
国
許
か
ら
飛
脚
が
着
き
、
幕
府
や
尾
張
徳

川
家
、
慶
永
の
生
家
で
あ
る
田
安
徳
川
家
の
人
事
や
、
養
子
入
り
の

情
報
等
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
三
月
二
十
九
日

　
七
つ
半
時
に
岡
部
宿
を
立
っ
て
行
く
、
眠
っ
て
程
無
く
起
き
る
。

宇
都
（
津
）
谷
の
坂
を
越
す
峠
の
石
川
家
で
小
休
し
、
白
白
明
け
と

な
る
。
こ
こ
を
駕
籠
で
立
っ
て
丸
子
宿
（
鞠
子
）
と
手
越
村
を
越
え

て
阿
倍
川
と
な
る
。慶
永
は
大
井
川
と
同
じ
く
輦
台（「
川
越
十
五
文
」

と
あ
る
）
で
乗
り
渡
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
「
此
方
も
越
、
下
々
迄

無
事
ニ
越
す
、
愛
度
事
也
」
と
記
す
。
直
ぐ
に
弥
勒
茶
屋
亀
屋
五
郎

左
（
右
）
衛
門
で
小
休
し
、
名
物
の
安
倍
川
餅
を
食
し
て
い
る
。
駿

府
町
奉
行
戸
田
寛
十
郎
よ
り
興
津
鯛
一
籠
が
到
来
す
る
。
そ
の
後
府

中
宿
を
通
り
、
そ
れ
よ
り
行
け
ば
小
吉
田
村
と
な
り
、
稲
葉
屋
で
小

休
し
て
徒
歩
で
出
発
し
て
い
る
。
ま
た
余
程
行
っ
て
江
尻
宿
の
高
尾

家
で
昼
休
を
す
る
。こ
こ
を
駕
籠
で
立
っ
て
余
程
行
け
ば
清
見
寺
前
、
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興
津
宿
を
越
し
て
か
ら
は
歩
行
し
て
い
る
。
岩
（
磐
）
城
山
を
越
え

て
西
倉
沢
の
川
島
家
で
小
休
し
、
駕
籠
で
立
っ
て
由
比
川
・
同
宿
な

ど
を
越
え
、
七
つ
時
を
回
っ
た
頃
に
宿
泊
先
の
蒲
原
宿
平
岡
家
（
本

陣
）
へ
到
着
し
た
。
こ
の
日
の
行
程
は
「
〆
十
一
里
十
町
」
と
あ
る
。

　
四
月
一
日

　
七
つ
半
時
に
蒲
原
宿
を
立
っ
て
眠
る
。
そ
れ
か
ら
起
き
る
と
富
士

山
が
見
え
た
。
岩
渕
村
の
縫
殿
家
で
小
休
し
て
駕
籠
で
立
っ
た
が
、

直
ぐ
に
富
士
川
と
な
り
、
こ
こ
を
渡
船
し
て
か
ら
は
歩
い
た
。
慶
永

も
「
富
士
見
事
ニ
見
ゆ
」
と
記
し
て
い
る
。
吉
原
宿
ま
で
歩
行
し
て

昼
休
し
、
こ
こ
を
駕
籠
で
立
つ
。
余
程
行
っ
て
柏
原
の
七
面
堂
立
円

寺
で
小
休
し
、
こ
の
庭
よ
り
富
士
山
と
浮
島
ヶ
原
を
見
て
い
る
。
ま

た
こ
こ
を
駕
籠
で
立
っ
て
一
里
半
程
行
き
、
原
宿
で
小
休
し
、
駕
籠

で
立
っ
て
沼
津
城
下
へ
入
る
。
い
つ
も
の
本
陣
に
は
先
客
が
あ
る
た

め
脇
本
陣
（
清
水
家
）
で
小
休
し
て
い
る
。
こ
こ
を
駕
籠
で
立
ち
、

城
下
の
端
か
ら
歩
行
し
て
余
程
行
く
と
「
駿
豆
之
境
也
」
と
あ
る
。

八
つ
半
時
に
宿
泊
先
の
三
島
宿
世
古
家
（
本
陣
）
へ
到
着
し
た
。
こ

の
日
の
行
程
は
「
〆
九
里
」
と
あ
る
。

　
四
月
二
日

　
七
つ
半
時
に
三
島
宿
を
立
ち
、
眠
る
が
直
ぐ
に
起
き
て
い
る
。
坂

を
余
程
上
っ
て
笹
原
村
で
小
休
し
、
歩
行
し
て
坂
を
上
り
余
程
行
く

と
山
中
村
と
な
る
。
宗
閑
寺
で
小
休
し
、「
又
こ
こ
を
発
輿
い
た
し
」

と
あ
る
よ
う
に
駕
籠
で
出
発
し
て
行
け
ば
、
坂
も
沢
山
あ
り
、
そ
れ

よ
り
伊
豆
・
相
模
境
と
な
る
。
間
も
無
く
箱
根
宿
本
陣
（
天
野
家
）

で
昼
休
を
し
、
庭
よ
り
芦
ノ
湖
を
眺
望
す
る
。
こ
こ
を
駕
籠
に
て
立

ち
、
箱
根
の
関
所
を
通
過
し
て
か
ら
は
歩
行
と
な
り
、
猿
す
べ
り
坂

を
越
え
て
畑
宿
の
茗
荷
屋
（
本
陣
）
で
小
休
を
す
る
。
こ
こ
を
歩
行

に
て
立
っ
て
行
く
と
、
坂
が
沢
山
あ
り
、
須
雲
川
・
忍
の
滝
が
見
え

る
。
湯
本
宿
伊
豆
屋
で
小
休
し
て
駕
籠
に
て
立
ち
、
七
つ
時
前
に
宿

泊
先
の
小
田
原
宿
久
保
田
家
（
本
陣
）
へ
到
着
し
た
。
こ
の
日
の
行

程
は
「
〆
八
里
」
と
あ
る
が
、
箱
根
を
挟
む
三
島
宿
か
ら
小
田
原
宿

の
間
は
、「
箱
根
八
里
」と
呼
ば
れ
る
東
海
道
随
一
の
難
所
で
あ
っ
た
。

　
四
月
三
日

　
六
つ
時
に
小
田
原
駅
を
立
ち
、眠
る
が
直
ぐ
に
目
覚
め
る
。坂（
酒
）

匂
川
を
越
え
（「
六
十
二
文
」
と
あ
る
）、梅
沢
宿
大
友
屋
で
小
休
し
、

こ
こ
を
歩
行
し
て
立
っ
た
が
、
途
中
の
塩
見
村
付
近
よ
り
降
雨
と

な
っ
た
た
め
に
駕
籠
に
乗
っ
た
。
国
府
新
宿
と
小
磯
を
過
ぎ
、
大
磯

宿
小
嶋
家
で
昼
休
を
す
る
。
こ
こ
を
駕
籠
で
立
っ
て
行
く
と
花
水
橋

と
な
る
が
、
掛
替
え
の
た
め
脇
に
道
が
あ
っ
た
。
平
塚
宿
を
越
え
て

余
程
行
く
と
、
馬
入
川
（
相
模
川
）
と
な
り
、
渡
船
し
て
南
郷
の
末

屋
（
松
屋
）
で
小
休
し
、
駕
籠
で
立
っ
て
行
け
ば
、
八
つ
半
時
前
に
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宿
泊
先
の
藤
沢
宿
蒔
田
家
（
本
陣
）
へ
到
着
し
た
。
こ
の
日
の
行
程

は
「
八
里
」
と
あ
る
。

　
四
月
四
日

　
七
つ
半
時
に
藤
沢
宿
を
駕
籠
で
立
っ
て
少
し
眠
る
。
戸
塚
宿
と
な

り
沢
部
家
（
本
陣
）
で
小
休
す
る
（
以
降
は
記
載
が
な
い
）。

　
藩
主
慶
永
の
日
録
は
四
月
四
日
に
戸
塚
宿
で
小
休
し
た
所
で
終

わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
旅
程
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
同
日
に
品
川
宿
へ
泊
ま
り
、
翌
朝
五
つ
時
に
供
揃
を
し
て
立

ち
、
江
戸
の
常
盤
橋
上
屋
敷
へ
到
着
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　
さ
て
、
藩
主
慶
永
は
早
朝
午
前
五
時
か
ら
六
時
頃
に
宿
場
を
立
つ

こ
と
が
多
く
、午
後
五
時
頃
ま
で
に
宿
泊
先
の
本
陣
へ
入
っ
て
い
る
。

こ
の
間
一
〇
時
間
近
く
を
掛
け
て
一
〇
里
（
約
四
〇
㎞
）
前
後
を
進

ん
で
お
り
、
前
述
し
た
一
日
に
進
む
平
均
里
数
と
一
致
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
筆
ま
め
で
あ
る
慶
永
は
、毎
日
早
朝
に
起
き
て
宿
場
を
立
つ
た
め
、

暫
く
駕
籠
の
中
で
眠
っ
て
い
る
こ
と
や
、
駕
籠
で
行
く
の
か
歩
行
な

の
か
を
細
か
く
記
録
し
て
い
る
。
慶
永
は
駕
籠
ば
か
り
に
乗
ら
ず
、

か
な
り
の
距
離
を
歩
行
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
興
味
深
い
。ま
た
、

行
く
先
々
の
土
地
で
名
所
を
見
た
り
、
名
物
を
食
し
た
り
し
て
、
十

八
歳
の
藩
主
は
参
勤
の
旅
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

　
次
に
、「
天
保
十
四
年
癸
卯
五
月
十
九
日
福
井
侯
初
御
発
駕
御
道

中
記
」（
以
下
道
中
記
と
す
る
）
か
ら
、
天
保
十
四
年
に
十
六
歳
で

初
め
て
暇
を
許
さ
れ
た
慶
永
の
帰
国
の
旅
程
を
紹
介
し
た
い
。

　
な
お
、
慶
永
は
同
年
五
月
十
七
日
に
江
戸
上
屋
敷
を
発
駕
し
た
、

二
十
二
日
に
日
光
東
照
宮
へ
参
詣
し
た
後
、
宇
都
宮
や
越
谷
な
ど
を

通
っ
て
二
十
六
日
に
品
川
で
宿
泊
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
二
十
七

日
よ
り
東
海
道
な
ど
経
由
し
て
越
前
福
井
へ
帰
国
の
旅
を
し
て
い

る
。

○
天
保
十
四
年
の
初
入
国
の
旅
程

　
五
月
二
十
八
日

　
朝
、
品
川
宿
を
立
ち
、
神
奈
川
宿
で
昼
休
を
す
る
。
慶
永
は
同
宿

で
少
し
歩
行
な
ど
し
て
い
る
が
、
本
陣
か
ら
は
同
所
の
景
色
の
写
が

献
上
さ
れ
た
。
七
つ
時
（
午
後
四
時
）
前
に
宿
泊
先
の
戸
塚
宿
へ
到

着
し
、
着
後
に
三
度
目
の
食
事
（
御
膳
）
を
取
っ
て
い
る
。

　
五
月
二
十
九
日

　
六
つ
時
（
午
前
六
時
）
に
戸
塚
宿
を
立
ち
、
昼
に
大
磯
へ
着
き
、

二
度
目
の
食
事
を
す
る
。
同
所
を
九
つ
時
（
正
午
）
頃
に
立
ち
、
七

つ
時
頃
に
宿
泊
先
の
小
田
原
宿
へ
到
着
し
、
三
度
目
の
食
事
を
取
っ
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て
い
る
。

　
五
月
晦
日

　
七
つ
半
時
（
午
前
五
時
）
過
に
目
覚
め
、
六
つ
時
に
供
揃
に
て
小

田
原
宿
を
立
つ
。
湯
本
で
の
小
休
よ
り
歩
行
し
、
九
つ
時
頃
に
行
列

に
て
箱
根
関
所
前
を
滞
り
な
く
通
行
す
る
。
箱
根
宿
本
陣
で
二
度
目

の
食
事
を
取
る
。
そ
れ
よ
り
同
所
山
中
の
宗
閑
寺
で
小
休
し
、
城
跡

な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
七
時
頃
に
宿
泊
先
の
三
嶋
宿
へ
到
着

し
、
三
度
目
の
食
事
を
取
っ
て
い
る
。

　
六
月
一
日

　
七
つ
半
時
に
目
覚
め
、六
つ
時
に
三
嶋
宿
を
立
つ
。小
雨
か
ら
追
々

大
雨
に
な
り
、昼
休
を
す
る
吉
原
宿
へ
着
く
。九
つ
半
時（
午
後
一
時
）

過
に
滞
り
な
く
藤
川
を
渡
る
。
八
つ
半
時
（
午
後
三
時
）
過
に
宿
泊

先
の
蒲
原
宿
へ
到
着
し
、
こ
の
日
は
六
つ
半
時
（
午
後
七
時
）
に
就

寝
し
て
い
る
。

　
六
月
二
日

　
七
つ
半
時
に
供
揃
に
て
蒲
原
宿
を
立
つ
。
増
水
し
た
奥
津
川
を
越

え
て
、
江
尻
宿
へ
向
か
う
途
中
で
、
参
府
掛
け
の
松
平
三
河
守
（
津

山
藩
主
松
平
斉
民
）
と
出
会
っ
た
。
安
部
川
が
「
泊
り
」
と
な
っ
た

た
め
、
府
中
宿
で
宿
泊
と
な
り
七
つ
時
前
に
到
着
し
た
。
同
宿
で
は

安
並
浅
間
之
社
を
内
覧
し
、
同
所
の
町
奉
行
が
本
陣
ま
で
罷
り
出
た

の
で
会
っ
て
い
る
。
六
つ
時
（
午
後
六
時
）
過
に
三
度
目
の
食
事
を

取
り
、
五
つ
時
（
午
後
八
時
）
過
に
就
寝
し
て
い
る
。

　
六
月
三
日

　
七
つ
半
時
に
供
揃
に
て
府
中
宿
を
立
つ
。
弥
勒
茶
屋
の
亀
屋
で
暫

く
小
休
し
、
五
つ
時
前
に
滞
り
な
く
安
倍
川
を
渡
る
。
雨
は
五
つ
時

頃
に
止
む
。
四
つ
時
（
午
前
十
時
）
過
に
岡
部
宿
で
昼
休
を
し
、
宿

泊
は
嶋
田
宿
と
な
っ
た
が
、
そ
の
際
に
「
大
井
川
明
キ
」
が
明
日
巳

刻
（
午
前
十
時
）
と
な
る
こ
と
が
調
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
所
本
陣
で

は
先
代
（
十
六
代
藩
主
斉
善
）
か
ら
拝
領
し
た
、
雨
中
山
水
・
雪
中

山
水
の
二
幅
対
が
床
に
掛
け
ら
れ
、
慶
永
は
そ
れ
ら
を
見
て
い
る
。

　
六
月
四
日

　
七
つ
半
時
に
供
揃
に
て
嶋
田
宿
を
立
つ
。
五
つ
時
（
午
前
八
時
）

前
に
「
大
井
川
明
キ
」
と
な
っ
て
渡
り
、
昼
の
九
つ
時
に
掛
川
宿
へ

入
る
。
七
つ
時
過
に
滞
り
な
く
天
龍
川
を
渡
っ
て
、
六
時
過
に
は
宿

泊
先
の
浜
松
宿
へ
入
っ
て
い
る
。

　
六
月
五
日

　
六
つ
時
に
供
揃
に
て
浜
松
宿
を
立
つ
。
五
つ
半
時
（
午
前
九
時
）

過
に
海
上
乗
船
に
て
、
四
つ
時
過
に
新
井
宿
で
小
休
し
、
二
度
目
の

食
事
を
取
っ
た
。
白
須
賀
本
陣
・
二
川
本
陣
で
小
休
し
、
八
つ
半
時

過
に
宿
泊
先
の
吉
田
宿
へ
到
着
し
た
。



－　 －52

　
六
月
六
日

　
六
つ
時
に
供
揃
に
て
吉
田
宿
を
立
つ
。山
中
宿
宝
蔵
寺
で
小
休
し
、

先
代
の
位
牌
な
ど
を
拝
し
て
い
る
。
昼
に
藤
川
宿
に
入
っ
た
が
、
大

平
川
橋
が
「
損
落
」
し
て
お
り
、蓮
台
で
滞
り
無
く
渡
っ
た
。
な
お
、

川
の
水
は
浅
く
仮
橋
も
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
昼
の
九
つ
半
時
頃
に
藤

川
宿
本
陣
へ
着
き
、
二
度
目
の
食
事
を
取
っ
た
。
そ
れ
よ
り
岡
崎
宿

で
小
休
し
、
大
浜
茶
屋
で
小
休
し
た
際
に
は
名
物
の
蕎
麦
を
食
し
て

い
る
。
宿
泊
先
の
池
鯉
鮒
宿
へ
到
着
し
た
の
は
六
つ
時
過
で
、
三
度

目
の
食
事
を
取
っ
た
。

　
六
月
七
日

　
六
つ
時
に
供
揃
に
て
池
鯉
鮒
宿
を
立
つ
。
四
つ
半
時
過
宮
宿
で
昼

休
し
、
二
度
目
の
食
事
を
取
っ
た
。
九
時
頃
に
立
っ
て
熱
田
の
社
へ

参
詣
し
、
そ
れ
よ
り
名
古
屋
城
下
を
通
行
し
た
が
、
途
中
白
山
権
現

堂
で
小
休
し
た
。
八
時
過
に
宿
泊
先
の
清
洲
宿
本
陣
へ
到
着
し
た
。

尾
張
藩
よ
り
使
い
が
来
て
用
人
が
口
上
を
承
っ
た
が
、
慶
永
は
そ
の

内
容
を
聞
い
て
い
る
。
三
度
目
の
食
事
を
取
っ
て
、
六
つ
半
時
前
に

就
寝
し
て
い
る
。

　
六
月
八
日

　
七
つ
半
時
に
供
揃
に
て
清
洲
宿
を
立
つ
。
五
つ
時
頃
に
水
嵩
の
増

し
た
起
川
を
滞
り
無
く
船
で
渡
っ
た
が
、こ
の
際
に
尾
張
藩
か
ら「
地

走
船
」
が
出
さ
れ
た
。
四
つ
時
頃
沢
渡
川
に
掛
か
っ
た
際
も
同
藩
か

ら
出
さ
れ
た
船
で
渡
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
九
つ
時
前
に
墨
俣
川
を

渡
る
際
に
は
戸
田
采
女
正
（
氏
綏
、
大
垣
藩
主
）
よ
り
出
さ
れ
た
船

で
渡
っ
て
い
る
。同
宿
本
陣
で
昼
休
す
べ
き
所
、「
御
茶
壺
小
休
之
由
」

と
の
理
由
に
よ
り
脇
本
陣
で
休
み
、
茶
壺
が
通
り
過
ぎ
て
か
ら
出
発

し
て
い
る
。
九
つ
時
過
ぎ
に
松
原
の
辺
を
少
し
歩
行
し
、
六
つ
時
に

宿
泊
先
の
垂
井
宿
本
陣
へ
到
着
し
た
。
夜
に
戸
田
采
女
正
よ
り
使
い

が
あ
り
、
養
老
の
名
酒
と
大
き
な
鯉
二
本
が
到
来
し
た
。

　
六
月
九
日

　
六
つ
時
に
供
揃
に
て
垂
井
宿
を
立
つ
。
関
ヶ
原
の
脇
本
陣
に
小
休

し
、
同
所
の
八
幡
宮
へ
参
詣
す
る
。
そ
れ
よ
り
歩
行
に
て
、「
権
現

様
（
徳
川
家
康
）
関
ヶ
原
御
陣
所
」
と
な
っ
た
旧
地
を
見
て
い
る
。

四
つ
半
時
頃
春
照
宿
で
昼
休
を
し
、
そ
れ
よ
り
姉
川
を
渡
っ
た
が
、

当
年
は
諸
大
名
通
行
の
方
が
話
し
合
っ
て
仮
橋
が
架
か
っ
た
た
め
に

通
行
し
易
く
な
っ
た
。
七
つ
半
時
頃
宿
泊
先
の
木
之
本
宿
へ
到
着
し

て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
日
の
記
事
に
は
、
春
照
よ
り
木
之
本
ま
で
の
間
で
行

列
を
拝
見
す
る
人
々
が
出
た
と
あ
り
、「
琉
球
人
ヲ
江
戸
ニ
而
見
物

の
如
く
」
と
表
現
し
て
い
る
。
在
家
の
あ
る
所
や
田
の
畔
に
筵
を
敷

い
た
所
で
は
「
拝
見
之
者
共
如
市
候
」
と
し
て
、
雨
中
で
も
多
く
の
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老
若
男
女
が
手
傘
を
差
し
、
往
来
に
着
座
し
て
見
物
を
し
て
い
る
た

め
に
迷
惑
を
す
る
と
あ
る
。
そ
し
て
、
何
れ
の
地
も
彦
根
藩
領
で
あ

る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
七
つ
半
時
頃
に
宿
泊
先
の
木
ノ
（
之
）

本
宿
へ
到
着
す
る
。

　
六
月
十
日

　
六
つ
時
に
供
揃
に
て
木
之
本
宿
を
立
つ
。昼
中
は
河
内
宿
へ
入
り
、

八
つ
半
時
過
に
国
許
の
宿
泊
先
で
あ
る
今
庄
宿
へ
到
着
し
、
六
つ
時

（
午
後
六
時
）
過
に
は
就
寝
し
て
い
る
。

　
六
月
十
一
日

　
暁
の
九
つ
時
（
午
前
一
時
）
過
に
今
庄
宿
を
立
つ
。
途
中
の
宿
々

で
は
松
明
を
差
し
出
し
小
休
し
、
脇
本
辺
で
夜
明
け
を
迎
え
た
。
そ

し
て
、
八
つ
時
過
に
道
中
滞
り
な
く
福
井
表
に
着
城
し
た
。
な
お
、

こ
の
日
の
記
事
に
は
、
領
内
の
百
姓
・
町
人
そ
の
他
、
通
行
を
拝
見

し
よ
う
と
す
る
者
が
夥
し
く
出
て
、
途
中
目
見
の
者
へ
は
御
意
が
あ

り
、着
城
の
節
は
家
老
を
始
め
役
人
が
罷
り
出
て
目
見
を
済
ま
せ
た
。

　
こ
の
道
中
記
は
田
安
徳
川
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
慶
永

の
実
父
斉
匡
へ
初
入
国
す
る
旅
の
様
子
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
福
井

藩
側
で
作
成
さ
れ
て
斉
匡
の
許
へ
届
け
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
日
録
と
は
違
い
、
家
臣
が
作
成
し
た
こ
の
記
録
は
一
日
の
内

容
が
大
変
簡
潔
で
あ
る
。
但
し
、
所
々
で
は
あ
る
が
日
録
に
は
見
ら

れ
な
い
、
食
事
の
回
数
や
就
寝
の
時
間
な
ど
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

家
臣
が
観
察
し
た
他
所
の
様
子
（
印
象
）
な
ど
も
窺
い
知
れ
る
。

　
以
上
の
道
中
記
録
か
ら
は
、
慶
永
が
緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
も
楽

し
く
旅
を
続
け
て
い
た
様
子
が
窺
え
、
参
勤
交
代
に
お
け
る
大
名
旅

行
の
実
態
が
垣
間
見
え
て
興
味
深
い
。

結
び
に
か
え
て

　
本
稿
で
は
、
承
応
二
年
よ
り
文
久
二
年
ま
で
の
福
井
藩
の
参
勤
交

代
の
実
施
回
数
、
江
戸
着
府
と
江
戸
発
駕
の
月
、
所
要
日
数
、
利
用

経
路
な
ど
に
つ
い
て
、
越
前
松
平
家
「
家
譜
」
を
基
本
に
し
て
集
計

と
分
析
を
行
っ
た
。
ま
た
藩
主
の
日
録
な
ど
か
ら
、
参
勤
交
代
の
旅

程
と
旅
行
中
の
藩
主
の
行
動
な
ど
に
つ
い
て
も
若
干
紹
介
し
た
。

　
今
後
は
本
稿
で
触
れ
な
か
っ
た
近
世
初
期
の
参
勤
交
代
の
実
態
を

解
明
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
幕
末
期
の
改
革
を
受
け
て
福

井
藩
の
参
勤
交
代
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
少
し
述
べ
て
お

き
た
い
。

　
文
久
二
年
、
前
福
井
藩
主
で
政
事
総
裁
職
の
松
平
春
嶽
や
将
軍
後

見
職
の
徳
川
慶
喜
が
主
導
し
た
幕
政
改
革
に
よ
り
、
参
勤
交
代
制
は
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大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
諸
大
名
は
三
年
に
一
度
の
参
勤
、
約
一
〇
〇
日

の
在
府
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
幕
府
は
諸
大
名
へ
対
し
て
新
た
な

参
勤
割
を
行
い
、
文
久
二
年
・
三
年
と
元
治
元
年
の
三
年
間
に
つ
い

て
、
一
年
を
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
四
期
に
分
け
、
大
名
の
参
府
時
期

を
割
り
振
っ
た
。
そ
し
て
各
期
に
二
、三
人
の
大
名
が
当
て
ら
れ
た
。

　
十
七
代
福
井
藩
主
「
松
平
越
前
守
（
茂
昭
）」
の
場
合
は
、
文
久

三
年
の
「
秋
中
在
府
」
と
な
り
、
津
藩
主
藤
堂
和
泉
守
（
高
猷
）・

土
佐
藩
主
山
内
土
佐
守
（
豊
範
）
と
同
じ
グ
ル
―
プ
に
入
っ
た
。「
秋

中
在
府
之
面
々
者
六
月
中
参
府
、
十
月
朔
日
御
暇
被
下
」
と
の
こ
と

に
な
り
、
同
年
六
月
に
茂
昭
は
参
府
す
べ
き
所
で
あ
っ
た
が
脚
気
と

な
り
、
幕
府
へ
療
養
の
た
め
参
勤
延
引
の
願
を
提
出
し
た
。
そ
の
結

果
、
回
復
後
直
ち
に
出
府
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
八
月
十
七
日

に
茂
昭
は
国
許
を
発
駕
し
た
が
、
途
中
の
大
垣
駅
で
脚
気
が
出
て
逗

留
し
、
九
月
三
日
に
漸
く
着
府
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
元
治
元
年

七
月
十
四
日
福
井
へ
帰
城
し
た
（「
家
譜
」）。

　
同
年
九
月
一
日
、
幕
府
は
参
勤
を
前
々
の
定
に
復
す
る
こ
と
を
命

じ
、
併
せ
て
妻
子
の
江
戸
在
府
も
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
ら

の
命
令
は
情
報
の
混
乱
を
招
い
た
だ
け
で
、
幕
府
に
は
も
は
や
強
制

力
は
な
く
、
そ
の
権
威
を
失
墜
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
1
）
印
牧
信
明
「
福
井
藩
主
の
参
勤
交
代
に
つ
い
て
」『
福
井
藩
と
江
戸
』

福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
　
二
〇
〇
八

（
2
）
山
本
博
文
『
参
勤
交
代
』
講
談
社
　
一
九
九
八

　
　 

丸
山
雍
成
『
参
勤
交
代
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
七

（
3
）
近
松
鴻
二
「
参
勤
交
代
制
度
と
人
口
の
集
中
」『
江
戸
東
京
に
お
け
る

首
都
機
能
の
集
中
』
江
戸
東
京
博
物
館
　
一
九
九
九

（
4
）
本
稿
で
活
用
し
た
「
武
鑑
」
の
全
て
は
、
深
井
雅
海
・
藤
實
久
美
子

編
『
江
戸
幕
府
大
名
武
鑑
集
成
』
全
一
八
巻
（
東
洋
書
林 

一
九
九
九

〜
二
〇
〇
〇
）
に
拠
っ
て
い
る
。

（
5
）「
家
譜
」
越
葵
文
庫
　
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
保
管

（
6
）
忠
田
敏
男
『
参
勤
交
代
道
中
記
』　
平
凡
社
　
一
九
九
三

（
7
）
児
玉
幸
多
編
『
近
世
交
通
史
料
集
』
1

　
吉
川
弘
文
館
　
一
九
六
七

（
8
）「
東
海
日
録
草
稿
」
福
井
市
春
嶽
公
記
念
文
庫
　
福
井
市
立
郷
土
歴
史

博
物
館
蔵

（
9
）「
天
保
十
四
年
癸
卯
五
月
十
九
日
福
井
侯
初
御
発
駕
御
道
中
記
」（「
福

井
侯
道
中
領
内
順
覧
記
」）
田
安
徳
川
家
資
料
（
田
藩
文
庫
ほ
か
）
国

文
学
研
究
資
料
館
蔵




